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　今年の生涯学習フェスティバル
いかがだったでしょうか。今年は
健康をテーマに様々なイベントが
行なわれ、編集者も体力測定に参
加しました。普段スポーツをして
おらず、また体育の時間がなくっ
て数年が経過しており、体がなま
りきっていました。結果は自分の
年齢よりも体力年齢は上になって
しまいました。体を動かすことは
健康への第一歩だと思います。こ
れからは「少し体を動かさないと」
と反省することになりました。 
�さて今年も残すところあと1ヵ
月。一年のしめくくり師走となり
ました。忘年会など何かとお酒を
飲む機会が多くなります。お酒は
ほどほどに、楽しいお酒にしてい
きたいですね。 
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○療育プレイ教室 

○発表会（保育所・幼稚園） 

○村体育館一般開放日 

○シルバー年知らず教室 

○心配ごと相談 

○乳児検診 
○配食サービス 

○さわやか健康教室 

○ちびっこ体育教室 
○少年教室　○村体育館一般開放日 

○シルバー年知らず教室 

○ひよこくらぶ 
○麻疹予防接種　○心配ごと相談 

○配食サービス 

○シルバー年知らず教室 

○村民バドミントン大会 

 

○配食サービス 

○心配ごと相談 
○ひよこくらぶ 

○ちびっこ体育教室 

○シルバー年知らず教室 

○小・中学校終業式 
○心配ごと相談　○配食サービス 

○官庁仕事納め 

○シルバークッキング教室 
○さわやか健康教室 

　今月のもう一枚は、11月３日に
行なわれた島崎の収穫祭で「豆乳・
豆腐コンニャク作りの実習」をし
ているシーンです。主婦のみなさ
んが、真剣に料理の作りかたを聞
いている雰囲気がでていると思い
ます。 
　実は当日になるまで、このイベ
ントのことを全く知りませんでした。
行ってはみたものの、当然何の撮
影プランもありません。しかし会
場にきていた方が私を気にしてい
ない様子で自然な表情で写真を撮
ることができました。 
　今月は、自然な表情で撮影でき
た一枚です。 

 
天皇誕生日 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 1 0 7人（－１人） 
　●男　2 , 4 6 3人（±０人） 
　●女　2 , 6 4 4人（－１人） 
世帯数　1 , 3 1 1戸（－１戸） 

※10月末現在・（　）内は前月比 

広 報 わ し ま 
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長
谷
川
　
清
子
さ
ん 

松 

島
　
清 

作
さ
ん 

緑
十
字
銅
章
交
通
安
全 

功
労
者
表
彰 

交
通
安
全
功
労
者
表
彰 

　
年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る
時
期
。
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
も
多
く
な
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
「
ち
ょ
っ
と
飲
ん
だ
だ
け
だ
か
ら
」
「
運
転
に
は
自
信
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
と
い
っ
て
運
転
す
る
の
は
大
き

な
間
違
い
で
す
。
平
成
 14
年
中
の
交
通
死
亡
事
故
の
う
ち
、
お
よ
そ
１
割
は
飲
酒
運
転
が
原
因
。
交
通
事
故
に
至
ら
な
く
て
も
、

お
酒
を
飲
ん
で
運
転
す
る
こ
と
自
体
が
重
大
な
犯
罪
な
の
で
す
。 

　
多
年
に
わ
た
り
、
和
島
村
の
交
通
安
全
活
動
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
、

お
二
人
、
長
谷
川
清
子
さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
緑
十
字
銅
章
交
通
安
全
功
労
者
表

彰
を
、
ま
た
松
島
清
作
さ
ん
が
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
昭
和

 60
年
１
月
よ
り
和
島
村
交

通
安
全
協
会
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。 

　
和
島
村
交
通
安
全
協
会
女
性
部
の

役
員
と
し
て
指
人
形
等
を
利
用
し
幼

稚
園
・
保
育
園
な
ど
で
交
通
安
全
教

育
を
行
な
う
な
ど
、
意
欲
的
に
交
通

事
故
防
止
活
動
に
献
身
し
た
結
果
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

　
昭
和

 59
年
に
和
島
村
交
通
安
全

協
会
の
幹
事
に
就
任
。
現
在
は
副
会

長
、
及
び
与
板
地
区
交
通
安
全
協
会

理
事
と
し
て
街
頭
指
導
や
施
設
点
検
、

運
転
者
講
習
会
等
に
積
極
的
に
参
加

し
、
ま
た
参
加
を
呼
び
か
け
を
行
な

う
な
ど
、
精
力
的
に
交
通
事
故
防
止

活
動
に
献
身
し
た
結
果
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

■
死
亡
事
故
の
１
割
は
飲
酒
が
原
因 

　
平
成

 14
年
に
発
生
し
た
交
通
死
亡
事

故
は
7
、
3
2
4
件
。
そ
の
う
ち
、
１

割
以
上
に
あ
た
る
9
9
7
件
は
、
飲
酒

運
転
が
原
因
で
す
。
飲
酒
運
転
に
よ
る

死
亡
事
故
は
夜
間
に
多
く
、
そ
の
割
合

は
昼
間
の
お
よ
そ
４
倍
に
も
上
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
事
故
は
、
「
少
し
の
お
酒

な
ら
運
転
し
て
も
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
、

飲
酒
に
対
す
る
認
識
の
甘
さ
か
ら
引
き

起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。 

 

■
危
険
運
転
は
故
意
の
行
為 

　
平
成

 14
年
６
月
に
道
路
交
通
法
が
改

正
さ
れ
、
「
酒
気
帯
び
」
「
酒
酔
い
」

状
態
で
の
運
転
、
い
わ
ゆ
る
飲
酒
運
転

に
対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
や
悪
質
な
運
転
に
よ

る
死
傷
事
故
の
増
加
に
伴
い
、
「
危
険

運
転
致
死
傷
罪
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
飲
酒
や
薬
物
な
ど
の
影

響
、
重
大
な
交
通
の
危
険
と
な
る
速
度

で
の
運
転
な
ど
は
、
故
意
の
危
険
運
転

行
為
と
み
な
さ
れ
、
死
傷
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
は
、
従
来
の
過
失
責
任
よ
り

も
重
い
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

　
飲
酒
運
転
は
、
車
を
凶
器
に
変
え
る

危
険
な
行
為
で
す
。
車
に
乗
っ
て
い
る

時
だ
け
で
は
な
く
、
運
転
す
る
前
に
も
、

自
ら
の
体
調
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、

「
運
転
す
る
こ
と
」
す
べ
て
に
責
任
を

も
つ
と
い
う
意
識
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。 

 

■
酒
気
帯
び
と
酒
酔
い 

「
酒
気
帯
び
」
と
は
、
身
体
に
ア
ル
コ
ー

ル
を
保
有
す
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
政

令
で
定
め
ら
れ
た
基
準
値
（
血
液
１
�

に
つ
き
０
・
３
�
ま
た
は
呼
気
１
�
に

つ
き
０
・

 15
�
）
を
超
え
た
場
合
に
は

処
罰
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
「
酒
酔
い
」

と
は
、
一
般
に
足
が
ふ
ら
つ
い
た
り
、

正
常
に
言
葉
を
話
せ
な
い
な
ど
、
正
常

な
運
転
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
状

態
を
い
い
、
酒
気
帯
び
運
転
よ
り
厳
し

い
刑
罰
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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平成15年度上半期 

予算執行状況  予算執行状況  予算執行状況  

会　　計　　名 

区　　　分 

 村　　民　　税 145,554 135,754 50,951 37.5 

 固 定 資 産 税 183,463 187,463 98,965 52.8 

 軽 自 動 車 税 11,240 11,240 11,418 101.6 

 村 た ば こ 税 17,865 17,865 9,358 52.4 

 特別土地保有税 2 2 0 0.0 

 計 358,124 352,324 170,692 48.4

当初予算額 現計予算額 収入済額 収入割合 

平成15年度上半期（9月30日現在）予算執行状況 
（単位：千円、％） 

村税の状況 
（単位：千円、％） 

 一 般 会 計 2,660,000 2,706,390 1,304,259 48.2 1,030,646 38.1 

  国民健康保険特別会計 288,657 305,930 140,976 46.1 139,927 45.7 

  老 人 保 健 特 別 会 計 533,734 546,287 215,419 39.4 213,327 39.1 

  農業集落排水事業特別会計 141,000 141,647 35,151 24.8 64,883 45.8 

  公共下水道事業特別会計 410,000 405,911 122,791 30.3 155,783 38.4 

  介 護 保 険 特 別 会 計 363,500 377,853 160,930 42.6 149,574 39.6 

  三島郡介護認定審査会特別会計 23,046 23,046 11,946 51.8 9,579 41.6 

 　　　　　 計  4,419,937 4,507,064 1,991,472 44.2 1,763,719 39.1

当初予算額 現計予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合 

特
　
別
　
会
　
計 

　平成15年度第１回の財政事情の公

表として予算の執行状況をお知らせ

いたします。 

　平成15年度上半期における予算の

執行状況につきましては、当初予算

状況を本年４月１日発行の「広報わ

しま」紙上でお知らせしたところで

すが、その後３回の予算補正を行い

９月30日現在　27億639万円となっ

ています。 

　補正予算の主なものは、人事異動

に伴う人件費、三島郡３か町村合併

協議会負担金、道の駅整備費、戸籍

電算化委託料、支援費制度支援費、

国道116号バイパス開通に伴うイベ

ント経費・小谷取付道路工事費、県

営ほ場整備事業負担金等を措置いた

しました。 

歳　　入 

　歳入のうち村税では ３億5232万４

千円の予算額のうち１億7069万２千

円48.4％が収入され、地方交付税に

おきましては12億8635万５千円のう

ち９億680万１千円、70.5％、県支出

金7923万７千円のうち813万８千円、

10.3％がそれぞれ収入され、これら

を含めた歳入総額は13億425万９千円、

48.2％となっております。 

 

歳　　出 

　歳出につきましては、確実な事業

執行計画に基づき、雪国の特殊性を

考慮しながら適期発注に意を用い、

あわせて、個性豊かで魅力あるふる

さとづくりを重点的に推進してまい

りました。 

　これにより歳出総額は10億3064万

６千円、38.1％となっております。 

　この他の特別会計の状況について

も、適正な執行計画の下でその事業

効果が最大限生かされるよう意を用

いているところであります。 

　国、地方を通じて厳しい財政事情

のなかで、多様化する住民ニーズに

応えるためには、行財政の健全化が

最重要課題と考え、更にこれを推し

進めてまいる所存であります。併せ

て一層の住民サービス向上に努力い

たしますので、今後とも御理解のう

えご協力賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 
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トピックス 

秋
空
に
響
く
歌
声
　
澄
ん
だ
声 
収
穫
を
祝
っ
て 

春
に
な
っ
た
ら
一
緒
に
来
よ
う
ね 

狙
っ
た
的
は
外
さ
な
い 

美
し
く
ハ
ー
モ
ニ
ー
　
ふ
れ
あ
い
合
唱
祭 

体
育
館
に
響
く
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
調
べ 

北
辰
中
学
校
　
創
立
50
周
年
式
典
開
催 

工
夫
を
こ
ら
し
た
　
発
表
の
数
々 

   

　
 11
月
２
日
日

 （日）
島
田
小
学
校
で
文
化

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
２
０

０
名
以
上
の
地
域
の
方
や
保
護
者
が
子

ど
も
た
ち
の
歌
や
演
奏
に
聞
き
入
り
ま

し
た
。 

　
各
学
年
と
も
歌
や
演
奏
の
前
に
セ
リ

フ
を
考
え
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
た
せ

る
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
金
管
部
の
演
奏
で
は
「
イ
エ
ス
タ

デ
イ
・
ワ
ン
ス
・
モ
ア
」
等
を
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
奏
で
て
い
ま
し
た
。 

　
子
供
た
ち
の
心
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
、

澄
ん
だ
歌
声
が
体
育
館
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。 

    

　
 11
月

 11
日

 （火）
桐
島
小
学
校
に
お
い
て

就
学
前
健
康
診
断
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
男
子

 10
名
女
子

 11
名
合
わ
せ

て
 21
名
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
が
参
加

し
ま
し
た
。
ま
ず
図
書
室
で
校
長
先
生

の
お
話
し
を
聞
い
た
後
、
３
年
生
の
女

子
児
童
が
や
さ
し
く
引
率
を
す
る
な
か

内
科
、
歯
科
、
聴
力
、
視
力
の
検
査
を

行
い
、
最
後
に
適
性
検
査
を
受
け
ま
し

た
。
最
初
は
慣
れ
な
い
小
学
校
に
少
し

緊
張
気
味
の
様
子
で
し
た
が
、
慣
れ
る

に
し
が
た
い
次
第
に
笑
顔
を
と
り
も
ど

し
、
春
の
入
学
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

様
子
で
し
た
。 

   

　
 11
月
１
日

 （土）
北
辰
中
学
校
に
お
い
て

「
ふ
れ
あ
い
合
唱
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
創
立

 50
周
年
記
念
で
購
入
し
た
真
新

し
い
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
の
も
と
女
子
生
徒

の
高
音
と
男
子
生
徒
の
低
音
の
声
が
上

手
く
混
ざ
り
合
い
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

に
な
っ
て
会
場
全
体
に
響
き
わ
た
り
ま

し
た
。
ま
た
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
合
唱
も
行
わ
れ
、
最
後
に
「
虹
」

を
生
徒
全
員
で
歌
い
締
め
く
く
り
ま
し

た
。 

　
生
徒
に
と
っ
て
は
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
で
き
た
音
楽
発
表

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

   

　
 11
月

 16
日

 （日）
桐
島
小
学
校
に
お
い
て
、

学
習
発
表
会
が
行
な
わ
れ
、
保
護
者
や

地
域
の
方
な
ど
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
学
習
発
表
会
は
総
合
的
な
学
習

な
ど
を
使
い
、
各
学
年
で
春
か
ら
調
べ

て
き
た
こ
と
を
発
表
す
る
も
の
で
す
。

「
和
島
の
歴
史
」
や
「
リ
サ
イ
ク
ル
」

な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
を
劇
や
歌
な
ど
お

り
ま
ぜ
工
夫
を
凝
ら
し
て
発
表
し
て
い

ま
し
た
。 

　
子
供
た
ち
が
い
き
い
き
と
発
表
す
る

姿
に
会
場
は
引
き
込
ま
れ
て
い
る
様
子

で
し
た
。 

   

　
 11
月
１
日

 （土）
北
辰
中
学
校
に
お
い
て

創
立

 50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
ピ
ア
ノ

と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
北
辰
中
学
校
が
今
年
で
創
立

 50
周
年
を
迎
え
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を

購
入
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。 

　
当
日
は
北
辰
中
学
校
の
生
徒
や
地
域

の
方
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
方
が
あ

つ
ま
り
、
プ
ロ
演
奏
家
に
よ
る
心
を
打

つ
美
し
い
音
色
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。 

　
ピ
ア
ノ
を
演
奏
し
た
相
馬
上
子
さ
ん

は
「
タ
ッ
チ
が
や
わ
ら
か
く
て
、
と
て

も
い
い
ピ
ア
ノ
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

                     

　
今
年
で
創
立

 50
年
を
迎
え
た
北
辰
中

学
校
で

 11
月
８
日

 （土）
創
立

 50
周
年
の
記

念
式
典
が
、
柄
沢
県
議
会
議
員
や
村
長

ら
大
勢
の
来
賓
や
父
兄
が
出
席
す
る
な

か
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
 50
年
の
長
い
歴
史
の
中
、
５
、
７
０

４
名
も
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

設
立
の
困
難
や
災
害
な
ど
様
々
な
困
難

を
乗
り
越
え
て
、
伝
統
を
築
い
て
き
た

こ
の
北
辰
中
学
校
が
、
こ
れ
か
ら
も
子

供
た
ち
が
伸
び
伸
び
と
学
び
集
う
こ
と

の
で
き
る
学
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。 

   

　
 11
月
３
日

 （月）
、
小
谷
地
区
の
資
材
格

納
庫
及
び
広
場
で
収
穫
祭
が
大
字
島
崎
、

機
械
利
用
組
合
、
転
作
組
合
の
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
の
収

穫
祭
。
こ
の
日
は
、
地
元
で
取
れ
た
食

材
を
使
い
、
ソ
バ
試
食
会
、
餅
つ
き
、

い
も
煮
汁
（
豚
汁
）
、
農
産
物
即
売
等

が
行
な
わ
れ
、
大
勢
の
人
が
き
て
賑
い

ま
し
た
。
特
に
地
元
の
野
菜
を
多
く
使
っ

た
料
理
は
美
味
し
か
っ
た
ら
し
く
何
杯

も
お
代
わ
り
す
る
子
供
も
い
ま
し
た
。 

　
近
年
、
地
域
で
生
産
さ
れ
た
食
材
を

そ
の
地
域
で
消
費
す
る
と
い
う
「
地
産

地
消
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
輸
入

農
林
水
産
物
の
増
加
が
進
む
一
方
で
、

「
安
心
・
安
全
な
食
材
」
が
求
め
ら
れ

る
時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
も
作
り
手
の
顔
の
分
か
る

作
物
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。 

                

　
 10
月

 26
日

 （日）
北
辰
中
学
校
体
育
館
で

「
第
９
回
県
四
半
的
弓
道
大
会
」
が
開

か
れ
県
内
か
ら
約

 70
人
、

 13
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
全
体
的
に
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か

で
行
な
わ
れ
た
こ
の
大
会
。
た
だ
約
８

メ
ー
ル
先
の
的
を
狙
っ
た
眼
差
し
は
戦

国
武
士
さ
な
が
ら
の
凛
々
し
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
和
島
Ｂ
チ
ー

ム
が
優
勝
。
和
島
チ
ー
ム
に
初
の
栄
冠

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

　
わ
し
ま
ま
つ
り
な
ど
で
お
な
じ
み
の

四
半
的
弓
道
。
み
な
さ
ん
も
始
め
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 
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運
動
は
健
康
へ
の
第
一
歩
!!
 

運
動
は
健
康
へ
の
第
一
歩
!!
 

〜
第
２
回
三
町
村（
寺
泊
町
・
出
雲
崎
町
・
和
島
村
）親
善
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
〜 

〜
さ
わ
や
か
健
康
教
室
開
講
〜 

〜
い
き
い
き
大
学 

村
内
・
出
雲
崎
研
修
〜 

今
月
の

今
月
の 

　
『
こ
な
か
ク
ラ
ブ
』
は
？

　
『
こ
な
か
ク
ラ
ブ
』
は
？ 

今
月
の

今
月
の 

　
『
こ
な
か
ク
ラ
ブ
』
は
？

　
『
こ
な
か
ク
ラ
ブ
』
は
？ 

今
月
の 

　
『
こ
な
か
ク
ラ
ブ
』
は
？ 

第11回 第24回 

▲ うまく近づいたかな？！（ペタンクの部） 

▲ 仲よく ハイポーズ 

                      

　
 10
月
中
旬
に
募
集
し
ま
し
た
『
さ
わ

や
か
健
康
教
室
』
が

 10
月

 30
日
か
ら
全

 10
回
の
日
程
で
開
講
い
た
し
ま
し
た
。

 31
名
も
の
申
込
が
あ
り
、
村
民
の
方
々

の
健
康
志
向
が
強
い
こ
と
を
改
め
て
認

識
さ
れ
ま
し
た
。 

　
初
日
の
教
室
で
は
、ご
自
分
の
身
長
、

体
重
、
体
脂
肪
率
及
び
血
圧
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
有
酸
素
運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
を
行
い
ま
し
た
。
受
講
生
の
な
か
に

は
「
か
ら
だ
が
軽
く
な
っ
た
」
と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
、
大
変
好
評
を
得
て
い

ま
す
。 

 

                        

　
今
年
度
最
後
と
な
る

 12
月

 20
日

 （土）
は
、

お
正
月
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
村
民
カ

レ
ン
ダ
ー

 12
月
写
真
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
「
ミ
ニ
門
松
」
を
作
り
ま
す
。
子
供

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
大
人
の
方
も
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
自
分
で
作
っ

た
門
松
を
飾
っ
て
新
し
い
年
を
迎
え
ま

し
ょ
う
。 

◇
期
日
〔
会
場
〕 

　
 12
月

 20
日

 （土）
〔
和
島
村
農
村
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
小
体
育
館
（
役
場
隣
）
〕 

◇
持
ち
物 

　
軍
手
・
持
ち
帰
り
用
の
袋
１
枚 

◇
集
　
合 

　
９
時

 30
分
ま
で
に
大
体
育
館
に
集
合 

◇
参
加
費 

　
２
０
０
円
（
門
松
１
つ
の
教
材
代
） 

◇
そ
の
他 

　
刃
物
な
ど
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
予

め
ご
了
承
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
申
込
み 

　
 12
月

 15
日

 （月）
ま
で
に
公
民
館
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

（
�

 74
―
３
１
１
１
） 

 

　みなさん、楽しく子育てしてますか。育児ストレスを感じてい
る人はいませんか。ひよこくらぶは子供たちの喜ぶ遊びをした
り、親同士で育児の悩みを話し合ったり、情報を交換する場と
して活動しています。 
　そこで、みなさんにひよこくらぶをもっとよく知っていただくた
めに今年もクリスマス会を計画しました。サンタさんと写真を撮っ
たり、楽しい事がいっぱい。プレゼントもあるよ。今までひよこ
くらぶに参加されたことのないお母さんやおばあちゃん。是非、
この機会に遊びにいらしてください。 

※プレゼント準備の都合がありますので、参加希望者
　は申し込み期日までにお申込ください。 
◎お問い合わせは、ひよこくらぶ・家合寿美 
（� 74－3373）まで 

□日　時 
 
□場　所 
□対　象 
 
□参加費 
□申込み 

12月16日（火） 
10時～11時30分 
保健センター2階　和室 
0歳から3歳児と保護者（子守をされているおば
あちゃんも大歓迎です） 
子供1名につき300円（当日、受付にて集めます） 
申込書が役場住民課に用意してありますので
12月8日（月）までに住民課窓口のひよこ
くらぶの箱へ提出して下さい。 

… 
 
… 
… 
 
… 
… 

 
 

　
 11
月
９
日

 （日）
、
和
島
村
農
村
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
第
２
回
三
町

村
親
善
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
６
月
に
公

民
館
主
催
で
行
わ
れ
た
「
第
２
回
村
民

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
で
勝
ち
上
が
っ

た
チ
ー
ム
等

 10
チ
ー
ム
が
和
島
村
代
表

と
し
て
、
名
に
恥
じ
な
い
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。 

　
村
民
大
会
で
は
敵
対
し
あ
っ
た
各
チ
ー

ム
が
、
互
い
に
声
援
を
送
り
あ
う
”

い

い
ム
ー
ド

“
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、

三
世
代
が
交
流
す
る
和
や
か
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。 

　
結
果
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
大
会
は

総
合
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
が
、
本
年
は

優
勝
こ
そ
出
雲
崎
町
チ
ー
ム
に
奪
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
小
学
生
チ
ー

ム
が
見
事
、
総
合
２
位
の
栄
誉
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。 

　
大
会
終
了
後
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た

和
島
村
チ
ー
ム
全
員
に
よ
る
記
念
写
真

を
と
り
、
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

　
な
お
、
和
島
村
代
表
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

【
総
合
】 

☆
第
２
位 

　
６
　
t
h
e
 

w
i
n
n
i
n
g
 

t
e
a
m
 

 

（
小
学
生
） 

【
ペ
タ
ン
ク
の
部
】 

☆
優
　
勝 

　
カ
エ
ル
ビ
リ
ッ
ケ
ツ
　
チ
ー
ム 

【
フ
ロ
ッ
カ
ー
の
部
】 

☆
第
２
位 

　
６
　
t
h
e
 

w
i
n
n
i
n
g
 

t
e
a
m
 

 
（
小
学
生
） 

            

     

　
 11
月
２
日

 （日）
、
公
民
館
主
催
の
第

 11

回
村
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
８
チ
ー

ム
が
参
加
エ
ン
ト
リ
ー
！ 

　
昨
年
か
ら
中
学
生
も
参
加
可
能
に
な

り
、
今
年
は
２
チ
ー
ム
が
参
加
！
中
学

生
に
負
け
ま
い
と
す
る
『
大
人
の
意
地
？
』

が
好
プ
レ
ー
！
珍
プ
レ
ー

 ?!
を
生
み
、

笑
顔
と
笑
い
声
が
体
育
館
に
こ
だ
ま
す

る
爽
や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

☆
優
　
勝
　
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
　
チ
ー
ム 

☆
準
優
勝
　
新
　
田
　
チ
ー
ム 

☆
３
　
位
　
道
城
下
　
チ
ー
ム 

　
　
　
　
　
北
辰
A
　
チ
ー
ム 

  

　
い
き
い
き
大
学
生

 35
名
は
、

 10
月

 22

日
 （水）

雨
の
心
配
さ
れ
る
中
、
村
内
の
指

定
史
跡
を
中
心
に
出
雲
崎
町
の
妻
入
り

の
街
並
を
見
学
・
研
修
し
て
き
ま
し
た
。 

　
午
前
中
は
、
妙
徳
寺
の
良
寛
禅
師
の

法
弟
・
遍
澄
法
師
の
お
墓
、
阿
弥
陀
瀬

の
大
杉
、
を
廻
り
蓮
念
寺
で
は
、
村
岡

三
郎
公
の
お
墓
・
村
岡
三
郎
公
の
後
家

妙
連
尼
の
お
曼
陀
羅
を
拝
見
し
、
妙
法

寺
本
山
で
は
赤
門
・
黒
門
、
治
暦
寺
で

は
風
間
信
濃
守
信
明
公
の
お
墓
及
び
「
ほ

と
ぎ
」
を
見
学
、
何
れ
の
寺
院
で
も
ご

住
職
様
か
ら
ご
丁
寧
な
説
明
を
受
け
ま

し
た
。 

　
午
後
は
、
出
雲
崎
町
の
指
月
楼
で
昼

食
の
後
、
出
雲
崎
町
妻
入
り
の
街
並
み

景
観
推
進
協
議
会
の
会
長
さ
ん
の
、
渡

辺
常
侃
氏
よ
り
歴
史
あ
る
出
雲
崎
妻
入

り
の
街
並
み
を
ご
案
い
だ
き
、
ま
た
乙

茂
の
赤
坂
山
の
史
跡
公
園
を
散
策
し
帰

村
し
ま
し
た
。 

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
の
多
く
は
、
村
内

の
文
化
財
・
史
跡
で
あ
っ
て
も
知
ら
な

い
所
が
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

今
後
、
標
柱
・
説
明
板
等
を
整
備
し
よ

り
身
近
な
史
跡
を
心
掛
け
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
、
説
明
く
だ

さ
い
ま
し
た
皆
さ
ん
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

　
 11
月

 16
日

 （日）
、
和
島
村
体
育
協
会
主

催
に
よ
る
村
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
北
辰
中
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、

 10
チ
ー
ム
が
参
加

エ
ン
ト
リ
ー
。 

　
中
学
生
や
青
年
チ
ー
ム
が
多
く
、
若

い
パ
ワ
ー
が
溢
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

な
大
会
と
な
り
、
プ
ロ
顔
負
け
の
好
プ

レ
ー
・
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ー
も
随
所
に
飛

び
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
決
勝
戦
は
、
追
い
つ
追
わ
れ
つ
の
接

戦
と
な
り
、

 39
対

 36
で
、
”薬

剤
師
チ
ー

ム
“
が 

昨
年
の
雪
辱
を
晴
ら
し
、
見
事

伝
統
の
大
会
を
制
し
ま
し
た
。 

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

☆
優
　
勝
　
薬
剤
師
　
チ
ー
ム 

☆
準
優
勝
　
よ
ろ
っ
と
　
チ
ー
ム 

☆
３
　
位
　
て
ん
み
に
っ
つ
　
チ
ー
ム 

           

　
左
の
写
真
は
こ
の
大
会

 11
年
連
続
出

場
中
の
キ
ム
ズ
チ
ー
ム
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
は
楽
し
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

み
な
さ
ん
も
自
分
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。 
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待ちに待った 

国道116号和島バイパス全線開通 
12月12日（金）全線開通 

国
民
年
金
委
員 

と
し
て
活
躍 

〜
12
月
は
大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
で
す
〜 

長
谷
川
秀
郎
さ
ん
表
彰 

歯・口健康づくりポスター 

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ 

は
止
め
よ
う

は
止
め
よ
う 

バ
ッ
テ
リ
ー
や
エ
ン
ジ
ン

バ
ッ
テ
リ
ー
や
エ
ン
ジ
ン 

は
大
丈
夫

は
大
丈
夫 

目
安
は
１
分

目
安
は
１
分 

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ 

は
止
め
よ
う

は
止
め
よ
う 

バ
ッ
テ
リ
ー
や
エ
ン
ジ
ン

バ
ッ
テ
リ
ー
や
エ
ン
ジ
ン 

は
大
丈
夫

は
大
丈
夫 

目
安
は
１
分

目
安
は
１
分 

不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ 

は
止
め
よ
う 

バ
ッ
テ
リ
ー
や
エ
ン
ジ
ン 

は
大
丈
夫 

目
安
は
１
分 

　一般国道116号和島バイパスは計画延長6.26�の事業
です。 
　現在までに和島村両高地区の1.42�が暫定２車線供用を
行なっていますが、今回和島村島崎地区～寺泊町硲田地
区間の4.84�区間を12月12日に新たに供用することにより、
全線供用を開始いたします。 
 

○開通記念イベント 
　開通に先立ち12月7日（日）に開通記念イベントを開
催いたします。 
 
・番屋汁などのふるまい 
・伝統演舞・太鼓演奏など 
・大凧あげ（雨天中止） 
　などイベントもりだくさん。 
 
※当日はバイパス未供用部分が歩行者専用道路として開
放いたします。これが最初で最後のチャンスです奮って
ご参加ください。 

　
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
。
そ
の
２
割
が
、
自
動
車
の
排
気

ガ
ス
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
っ
ぱ
な
し
で
駐
停
車
す

る
ア
イ
ド
リ
ン
グ
。
そ
の
状
態
で
も
、自
動
車
か
ら
排
気
ガ
ス
は
出
て
い
ま
す
。

自
分
自
身
が
、
環
境
に
対
す
る
責
任
を
ど
う
考
え
る
か
が
大
切
で
す
。ア
イ
ド

リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
も
運
転
者
の
マ
ナ
ー
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

      

　
 11
月

 12
日

 （水）
長
年
に
わ
た
り
、

国
民
年
金
委
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
長
谷
川
秀
郎
さ
ん
に
佐
藤

長
岡
社
会
保
険
事
務
所
長
よ
り
、

「
社
会
保
険
功
労
者
（
国
民
年

金
委
員
）
新
潟
社
会
保
険
事
務

局
長
表
彰
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
長
谷
川
さ
ん
は
、
平
成
５
年

１
月
に
国
民
年
金
委
員
に
委
嘱

さ
れ
、
平
成

 14
年

 10
月
ま
で
国

民
年
金
事
業
の
推
進
・
発
展
の

た
め
多
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。 

　
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

              

　
ド
ラ
イ
バ
ー
が
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た

ま
ま
車
を
離
れ
る
の
は
、
①
自
動
販
売

機
や
店
で
の
買
い
物
　
②
郵
便
の
投
函

や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
銀
行
な
ど
の
用
事

　
③
暖
機
運
転
④
同
乗
者
が
車
内
に
い

る
と
き
　
⑤
自
宅
前
で
の
戸
締
り
、
忘

れ
物
と
い
っ
た
場
合
が
多
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
不
必
要
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ

は
止
め
ま
し
ょ
う
。 

   

　
自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
性
能
は
良
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
車

か
ら
離
れ
て
い
る
時
、
荷
物
の
積
み
降

ろ
し
を
し
て
い
る
時
、
人
待
ち
・
客
待

ち
の
時
な
ど
に
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
て

い
る
程
度
で
あ
れ
ば
、
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
を
繰
り
返
す
場
合
、
エ
ア
コ
ン
や
ス

テ
レ
オ
等
の
使
用
は
控
え
た
ほ
う
が
良

い
で
し
ょ
う
。
ま
た
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い

て
も
あ
る
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
実
験
で

は
 20
万
回
は
大
丈
夫
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。
 15
年
ほ
ど
は
普
通
に
使
っ

て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。 

   

　
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
時
は
、
一
般
に
排

出
ガ
ス
量 

が
増
え
ま
す
。
こ
の
時
の
排

出
ガ
ス
量
は
、
自
動
車
の
種
類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に

お
け
る
窒
素
酸
化
物
（
Ｎ
Ｏ
ｘ
）
の
排

出
量
の
調
査
で
は
、
 20
秒
強
の
ア
イ
ド

リ
ン
グ
に
相
当
す
る
量
だ
っ
た
と
い
う

結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

周
囲
の
状
況
も
見
な
が
ら
、
例
え
ば
１

分
間
以
上
停
止
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
よ
う
な
場
合
は
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・

ス
ト
ッ
プ
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。 
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現
在
私
達
は
、
快
適
な
生
活
を
お
く
る
た
め
に
、
昔
に
比
べ
て
た
く
さ
ん
の
水
を
使
っ
て
、
生

活
を
支
え
て
い
ま
す
。 

　
も
ち
ろ
ん
使
わ
れ
る
水
の
量
が
増
え
る
と
、
捨
て
ら
れ
る
水
の
量
も
増
え
て
い
き
ま
す
。
こ
の

使
わ
れ
た
水
を
そ
の
ま
ま
捨
て
る
と
汚
れ
た
水
が
家
の
ま
わ
り
に
た
ま
り
、
身
の
ま
わ
り
の
環
境

を
悪
く
し
ま
す
。 

そ
こ
で
こ
の
汚
れ
た
水
を
処
理
す
る
た
め
、
現
在
和
島
村
で
は
下
水
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
村

民
の
み
な
さ
ま
に
こ
の
下
水
事
業
を
よ
り
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
シ
リ
ー
ズ
で
下
水
事
業
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

下
水
道
の
役
割 

下
水
道
の
種
類 

和
島
村
の
現
状 

和
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
見
学
!!
 

〜
桐
島
小
学
校
４
年
生
〜 

快
適
な
生
活
を
つ
く
る

快
適
な
生
活
を
つ
く
る 

快
適
な
生
活
を
つ
く
る 

川
や
海
を
き
れ
い
に
す
る

川
や
海
を
き
れ
い
に
す
る 

川
や
海
を
き
れ
い
に
す
る 

第１回 

下水道って何？ 

                

　
下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ト
イ
レ

が
水
洗
化
さ
れ
、
快
適
な
生
活
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
側
溝
や
川
に
汚
水
が
流

入
し
な
く
な
る
の
で
、
悪
臭
や
蚊
、
ハ
エ
の
発

生
を
防
ぎ
、
街
が
清
潔
に
な
り
生
活
環
境
が
改

善
さ
れ
ま
す
。 

    

　
川
や
海
を
汚
し
て
い
る
大
き
な
原
因
は
家
庭

か
ら
の
排
水
で
す
。
下
水
道
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
家
庭
、
事
務
所
や
工
場
か
ら
の
排
水

を
浄
化
し
て
川
に
放
流
す
る
の
で
、
川
や
海
が

き
れ
い
に
な
り
ま
す
。 

　
最
近
で
は
事
務
所
や
工
場
よ
り
も
家
庭
の
生

活
排
水
の
方
が
川
や
海
を
汚
し
て
い
ま
す
。
台

所
の
排
水
や
、
お
風
呂
、
洗
濯
排
水
も
川
や
海

を
汚
す
原
因
に
な
り
ま
す
。 

　
最
近
は
水
も
き
れ
い
に
な
り
、
和
島
村
で
も

川
に
蛍
が
戻
り
は
じ
め
て
い
ま
す
。 

   

　
現
在
和
島
村
で
進
め
ら
れ
て
い
る
下
水
の
事

業
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。 

○
公
共
下
水
道 

　
厳
密
に
言
う
と
、
和
島
村
で
は
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
と
い
う
区
分
の
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
都
市
計
画
区
域
外
の
農
村
や
漁
村
の

大
き
な
集
落
を
対
象
と
し
市
町
村
が
管
理
す
る

下
水
道
で
、
終
末
処
理
場
を
整
備
す
る
も
の
を

い
い
ま
す
。 

 

○
農
業
集
落
排
水 

　
原
則
と
し
て
農
業
振
興
地
域
の
農
業
集
落
で

整
備
さ
れ
ま
す
。 

受
益
戸
数
が
概
ね
20
戸
以

上
、
対
象
人
口
が
概
ね
１
０
０
０
人
程
度
に
相

当
す
る
規
模
以
下
を
対
象
と
し
、
農
林
水
産
省

の
所
管
で
す
。 

○
合
併
処
理
浄
化
槽 

　
下
水
道
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
下
水
処
理
の

一
つ
で
す
。
厚
生
労
働
省
が
所
管
し
、
下
水
道

の
整
備
下
水
道
事
業
計
画
区
域
外
で
生
活
雑
排

水
対
策
が
必
要
な
区
域
に
設
置
し
ま
す
。 

  

○
公
共
下
水
道 

　
現
在
、
小
谷
地
区
に
公
共
下
水
道
の
終
末
処

理
場
を
設
け
処
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

８
２
５
世
帯
の
内
、
92
％
に
あ
た
る
７
４
８

世
帯
で
供
用
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
19
年
ご
ろ
に
整
備
を
完
了
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。 

  

○
農
業
集
落
排
水 

　
現
在
、
両
高
地
区
、
中
沢
地
区
、
桐
原
の
３

箇
所
に
農
業
集
落
排
水
の
終
末
処
理
施
設
が

あ
り
ま
す
。 

　
現
在
区
域
内
の
３
９
５
世
帯
す
べ
て
で
、

供
用
が
で
き
る
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
下
水
道
は
、
環
境
保
全
等
を
考
え
る
と
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
設
備
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
は
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
が
是
非
必

要
で
す
。 

　
来
月
号
で
は
和
島
村
の
「
下
水
処
理
事
業
」

に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
し
い
ご
報
告
を
い
た
し

ま
す
。
お
楽
し
み
に
。 

 

　
10
月
２
日

（木）
、
桐
島
小
学
校
４
年
生

が
和
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
管
理
し

て
い
る
井
開
さ
ん
か
ら
お
話
し
を
聞
き

ま
し
た
。 

　
初
め
て
見
る
和
島
浄
化
セ
ン
タ
ー
に

子
供
た
ち
は
興
味
津
々
。
ノ
ー
ト
を
片

手
に
井
開
さ
ん
の
説
明
を
一
生
懸
命
聞

い
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
会
議
室
で
顕
微
鏡
で
下
水

を
分
解
す
る
微
生
物
を
見
た
り
、
質
問

を
す
る
な
ど
、
充
実
し
た
時
間
を
す
ご

し
ま
し
た
。 

　
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
下
水
道
の
仕

組
み
や
を
汚
水
の
処
理
方
法
な
ど
を
学

習
す
る
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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今 月 の テ ー マ 

公的個人 
　認証サービス 

　
国
や
地
方
公
共
団
体
で
の
行
政
手
続
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
め
ら
れ
、
近
い
将
来

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
手
続
き
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
際
、
成
り

す
ま
し
や
改
ざ
ん
を
防
ぎ
、
確
か
な
本
人

確
認
を
行
う
た
め
に
は
、
高
度
な
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
で
す
。
「
公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
全
国
ど
こ
に
住
ん

で
い
る
人
で
も
、
安
い
費
用
で
高
度
な
認

証
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
地
方

公
共
団
体
が
行
う
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。 

  

　
「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
本
人
確
認

を
可
能
と
す
る
「
電
子
証
明
書
」
を
発
行

す
る
サ
ー
ビ
ス
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ

の
電
子
証
明
書
の
申
請
す
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か 

 

　
「
電
子
証
明
書
」
を
発
行
す
る
際
、

市
区
町
村
で
は
、
申
請
者
の
厳
格
な

本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
郵
送
に
よ
る
申
請
だ

け
で
は
、
こ
の
申
請
が
申
請
者
本
人
か
ら

の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
現
段
階
で
は
、

必
ず
し
も
厳
格
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。 

　
そ
の
た
め
、
電
子
証
明
書
の
申
請
手
続

き
は
、
住
ん
で
い
る
市
区
町
村
の
窓
口
で

行
わ
れ
ま
す
。 

 

 

　
市
町
村
に
電
子
証
明
書
を
申
請
す

る
際
に
は
な
に
が
必
要
で
す
か 

 

　
申
請
者
は
、
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
性
別
を
記
入
し
た
申
請
書
と
、

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔
写

真
が
つ
い
て
い
て
本
人
確
認
が
で
き
る
証

明
書
を
窓
口
に
提
出
し
ま
す
。
申
請
を
受

け
た
市
区
町
村
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
の

デ
ー
タ
と
照
合
し
本
人
が
実
在
し
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
と
、
運
転
免
許
証
な
ど
で

申
請
者
が
本
当
に
本
人
で
あ
る
か
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
ま
す
。 

  

　
「
電
子
証
明
書
」
は
、
ど
の
よ
う

な
形
で
発
行
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か 

 

　
市
区
町
村
窓
口
で
の
本
人
確
認
後
、

電
子
証
明
書
は
そ
の
場
で
、
I
C
カ
ー

ド
に
格
納
す
る
形
で
発
行
さ
れ
ま
す
。
格

納
媒
体
と
な
る
I
C
カ
ー
ド
に
は
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
電
子
証
明
書
を
発
行
す
る
際
、

他
人
の
不
正
使
用
を
防
ぐ
た
め
、
本
人
自

身
が
パ
ス
ワ
ー
ド
を
設
定
し
ま
す
。
電
子

証
明
書
を
使
用
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
こ

の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
が
必
要
と
さ
れ
ま

す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
を
忘
れ
た
り
、
他
人
に

知
ら
れ
た
り
し
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で

す
。 

 

 

　
「
電
子
証
明
書
」
の
有
効
期
間
は

発
行
日
か
ら
何
年
で
し
ょ
う
か 

 

　
電
子
証
明
書
は
発
行
時
か
ら
有
効

で
、
そ
の
有
効
期
間
は
発
行
か
ら
３

年
間
で
す
。
電
子
証
明
書
を
一
度
発
行
し

て
も
ら
え
ば
、
そ
の
後
は
、
厳
格
な
本
人

確
認
が
必
要
な
申
請
・
届
出
な
ど
の
行
政

手
続
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

               

　
「
電
子
証
明
書
」
の
発
行
時
に
は
、

ど
の
よ
う
な
し
く
み
で
本
人
確
認
を

行
う
で
し
ょ
う
か 

 

　
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

全
国
の
市
町
村
の
役
場
や
支
所
に
お

い
て
、
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
を
基
礎
に
、

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
の
４
情

報
に
よ
っ
て
、
個
人
の
存
在
を
確
認
し
ま

す
。
（
そ
の
ほ
か
に
も
、
運
転
免
許
証
や

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
証
明

書
も
本
人
確
認
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
） 

　
こ
の
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
は
、
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
住
基
ネ
ッ

ト
）
と
連
携
し
て
お
り
、
公
的
個
人
認
証

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
住
民
が
住
所
や

氏
名
が
変
わ
っ
た
り
、
死
亡
し
た
り
し
た

場
合
に
は
、
住
基
ネ
ッ
ト
か
ら
変
動
が
あ
っ

た
旨
の
情
報
が
提
供
さ
れ
、
電
子
証
明
書

は
自
動
的
に
失
効
し
ま
す
。 

  

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
す
る
場
合
に

必
ず
電
子
署
名
が
必
要
と
な
る
の
は

ど
の
よ
う
な
場
合
が
あ
り
ま
す
か 

 

　
従
来
、
住
民
票
や
写
真
付
き
の
身

分
証
明
書
、
署
名
押
印
な
ど
を
必
要

と
し
て
い
た
手
続
き
（
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請

な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
）
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
う
場
合
に
も
、
厳
格
な
本
人
確

認
が
必
要
な
た
め
、
電
子
証
明
書
が
格
納

さ
れ
た
I
C
カ
ー
ド
を
使
っ
て
電
子
署
名

を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
安
心
・
安
全
な
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
行

う
た
め
の
「
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
。

平
成

 15
年
秋
か
ら
は
全
国
で
の
実
証
実
験

が
行
わ
れ
、
そ
の
本
格
ス
タ
ー
ト
に
向
け

て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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第43衆議院議員総選挙結果衆議院議員総選挙結果 第43衆議院議員総選挙結果衆議院議員総選挙結果 第43衆議院議員総選挙結果 

小林 夕里 さん 

八子 太輔 くん 

久住 幸美 さん 

中野 　樹 くん 

　11月9日に行われた第43回衆議院議員総選
挙の和島村における結果は次のとおりでした。 
 

■当日の有権者数 
男　1,991人　　女　2,172人 

計　4,163人 
 
■投  票  者  数 
男　1,479人　　女　1,519人 

計　2,998人 
　 
■投　票　率 
男　74.32％　　女　70.06％ 

計　72.10％ 

■衆議院小選挙区選出議員選挙 
　ふじしま　正　之 
　近　藤　もとひこ 
　坂　上　と み お 
　よねやま　洋　子 
　西　川　お さ む 
　　　　  計　 
　無　　 効　 　票 
 
■衆議院比例代選出議員選挙 
　社会民主党 
　自由民主党 
　公　明　党 
　日本共産党 
　民　主　党 
　　　計　　 
　無　効　票 

 
751票 
1,140票 
859票 
116票 
58票 

2,924票 
74票 

 
 

212票 
1,112票 
214票 
130票 
1,133票 
2,801票 
196票 

　ダイオキシン類排出抑制と廃棄物の適正処理の観点から、一部の例
外を除き廃棄物を焼却することは禁止（野焼きの禁止）されています。
また平成14年12月から家庭用小型焼却炉の規制も強化されており、
基準を満たしていない焼却炉は使用できなくなっています。 
　また、家庭でのごみ焼きは環境や体に有害なダイオキシン類の発生
につながります。また、悪臭や黒煙が発生し臭いが洗濯物につくばか
りか、家の中まで臭いが入ってくるので窓も開けられなくなり、とな
り近所に大変な迷惑をかけることにつながりますので絶対にやめてく
ださい。 

【罰則】 
　3年以下の懲役若しくは300万円以下の罰金 
【小型焼却炉の構造基準】 
・800℃以上で焼却できること。 
・外気と遮断された状態で廃棄物を定量ずつ投入できること。 
・燃焼ガスの温度測定装置が設けられていること。 
・高温で焼却できるように助燃装置が設けられていると。 
【焼却禁止の例外となる廃棄物の焼却】 
　・風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要な焼却。 

（例：さいの神など） 
・農業・林業又は漁業を営む
ためにやむを得ない焼却。 
・焚き火その他日常生活の焼
却であって軽微なもの。 
（例：落ち葉焚き、焚き火、 
　　　キャンプファイヤーなど） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



15 　 

柏
崎
総
合
高
校 

農
業
科
・
農
業
経
済
科
・ 

食
品
科
学
科
　
閉
科
式
の 

お
知
ら
せ 

Ｂ
＆
Ｇ
体
験
ス
ク
ー
ル 

参
加
者
募
集 

三島郡清掃センター組合からのお知らせ 

※各区分とも12月28日（日）は休務となります。 
◎お願い‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 
し尿処理場より 

　年末年始の汲み取りは、早めにし尿汲取業者に申し
込んでください。 
ごみ処理場より 

①燃えるごみと燃えないごみをしっかりと分けて出して
下さい。 

②アルミ缶、スチール缶及び古新聞等の資源ごみは、町
村の分別収集時に出して頂きますようお願い致します。 
③可燃性ガスの入った容器（各種スプレー缶類を含む。）
は必ず、中身を使い切って、さらに穴を開けてガスを
抜いてから出して下さい。 

④プロパンガスボンベや消火器など不用となった容器
は販売業者に引き取ってもらってください。 

　工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象として、
その活動を明らかにすることを目的に、平成15年12
月31日現在で行います。 
　調査結果は国や地方公共団体の行政施策の重要
な基礎資料として利用されるともに、企業、大学など
での研究資料、小・中・高等学校の教材など、広く利用
されているところです。 
　提出していただいた調査票については、統計法に
基づき調査内容の秘密は厳守されますので、正確な
ご記入をおねがいいたします。 
　今回、調査にご協力いただく調査員は、小林弘子さ
ん（下町上）と清水シゲ子さん（東保内）です。事業所
の皆様のご協力をよろしくお願いします。 

　児童福祉法の一部改正（平成15年11月29日施行）
に伴い、保育士資格をもち、保育士として働いている
方は、都道府県への登録が必要となります。 
 
登録先は次のとおりです 
　・保育士試験合格者　　試験合格地の都道府県 
　・保育士養成校卒業者　住民票のある都道府県 
新潟県では平成15年11月29日より受付を行なって
おります。 
※保育士として働いていない方は、登録をしなくても
資格を失うことはありませんが、保育士として働こ
うとする際は、登録が必要です。 
◆申請書の請求や登録の手続きなど詳しくは、登録
事務処理センターまで 
　（月～金曜　午前10～午後6時） 
　（� 0120－041943） 

　三島郡清掃センターでは、次のとおり年末年始の現
場処理作業を行います。 

区　分 年　　末 

12月31日（水）まで 
平常投入 

12月31日（水）まで 
平常投入 

12月31日（水） 
午前11時30分まで 

1月5日（月）から 
平常投入 

1月5日（月）から 
平常投入 

1月5日（月）から 
平常投入 

年　　始 

し尿処理場 

ごみ処理場 

最終処理場 

 
 

 
 

 
 

     

◎
閉
科
式 

■
日
　
時 

　
平
成

 16
年
１
月

 30
日

 （金） 

　
午
後
２
時

 30
分 

■
場
　
所 

　
柏
崎
総
合
高
校
　
第
１
体
育
館 

◎
記
念
碑
除
幕
式 

　
午
後
２
時
　
正
門
通
学
路 

◎
惜
別
の
会 

■
日
　
時 

　
平
成

 16
年
１
月

 30
日

 （金） 

　
午
後
５
時

 30
分 

■
場
　
所
／
柏
崎
市
市
民
プ
ラ
ザ 

■
会
　
費
／
５
０
０
０
円 

※
同
窓
会
員
で
「
閉
科
式
」
と
「
惜
別

の
会
」
の
出
席
を
希
望
す
る
方
は
、
平

成
 15
年

 12
月

 24
日
ま
で
に
同
窓
会
支
部

長
又
は
、
閉
科
式
実
行
委
員
会
事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

■
お
申
込
み
先 

　
閉
科
式
実
行
委
員
会
事
務
局 

（
柏
崎
総
合
高
校
内
） 

　
�
0
2
5
7
―

 22
―
5
2
8
8
 

   

■
実
施
期
間 

　
平
成

 16
年
３
月

 27
日

 （土）
〜 

　
平
成

 16
年
４
月
１
日

 （木） 

（
５
泊
６
日
・
い
ず
れ
も
船
内
泊
） 

■
対
　
象 

　
小
学
校
５
年
生
〜
中
学
校
３
年
生
の

男
女 

■
募
集
人
員
／
２
名 

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

　
ま
す
。
） 

■
参
加
費 

　
８
０
、０
０
０
円 

（
こ
の
費
用
う
ち
３
分
の
１
を
村
で
補

　
助
い
た
し
ま
す
。
） 

■
活
動
内
容 

　
海
洋
観
察
、
自
然
環
境
に
関
す
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
活
動
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
等
、
小
笠
原
・
父
島
に
寄
港
。 

■
申
込
締
切 

　
 12
月

 19
日

 （金） 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
和
島
村
教
育
委
員
会 

（
�

 74
―
３
１
１
１
） 

 

INFORMATION

12月の納税・納入 
固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 料 

介 護 保 険 料            

保 育 所 保 育 料            

幼 稚 園 保 育 料  

○ 

○

○ 

○ 

○ INFORMATION

役場　�74－3111　FAX74－2791

長岡広域圏イベント情報 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー 

　『ダ・カーポ30周年コンサート』 

◆期　日／12月７日（日）午後６時30分～ 
◆会　場／中之島町町民文化センター 
◆内　容／中之島町内の合唱サークル「越のコーラス」

が特別出演します。ダ・カーポの癒しの歌
声をお楽しみください。 

◆問合せ／中之島町教育委員会（� 66－1310） 

中之島町 

『寒　精　進』 

◆期　日／12月21日（日） 
◆会　場／栃尾市塩新町地内塩谷川 
◆内　容／新たな年の無病息災や家内安全、五穀豊穣

などを祈願する行事です。 
◆問合せ／寒精進保存会（� 52－9341） 

栃尾市 

『浅原神社　除夜の花火』 

◆期　日／12月31日（水）　午後11時45分～ 
◆会　場／浅原神社境内 
◆内　容／三尺玉発祥の地にて除夜の鐘ならぬ除夜の

花火を108発打ち上げます。 
◆問合せ／小千谷市片貝支所（� 84－2026） 

小千谷市 

12月 

水 木 金 土 火 月 日 

  1 2 3 4 5 6 

 7 8 9 10 11 12 13 

 14 15 16 17 18 19 20 

 21 22 23 24 25 26 27 

 28 29 30 31

12月の救急診療のご案内 

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 
 

■休日救急当番医表�

■お問い合せ及び連絡先�
長岡赤十字病院  
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
明 石 医 院  
小 林 医 院  

■内科、小児科、外科、歯科の昼間�
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（�35－8255） 
長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科・小児科・外科  
歯科 

9：00～18：00
9：00～16：00

�28－3600 
�35－3700 
�33－3111 
�32－3262 
�27－7755

斎 藤 医 院  
杉 本 医 院  
セントポーリアウィメンズクリニック 
トマト・レディス・クリニック 
丸 岡 医 院  

�32－4499 
�32－1546 
�21－0800 
�39－7111 
�39－2422

■休日救急当番医表�
区　　分 午前10時～午後５時 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 

  21日（日）�
  14日（日）�

  23日（祝）�

    7日（日）�

  28日（日）�
  31日（水）�

小 林 医 院  
丸 岡 医 院  
トマト・レディス・クリニック 
セ ントポ ーリア  
ウィメンズクリニック 
杉 本 医 院  
明 石 医 院  

長 岡 赤 十 字 病 院  
長 岡 中 央 綜 合 病 院  
立 川 綜 合 病 院  

長 岡 赤 十 字 病 院
 

 
立 川 綜 合 病 院  
長 岡 中 央 綜 合 病 院  

14

○お問合せ…住民課福祉係（� 74－3111） 

４日（木） 

５日（金） 

11日（木） 

12日（金） 

18日（木） 

19日（金） 

12月の出前予定先 
下町上集会場（島崎） 

両高集落センター 

下小島谷ふれあいセンター 

北野集落センター 

日野浦集落センター 

下富岡集落開発センター 

Ｑ
　
入
れ
歯
安
定
剤
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
 

 Ａ
　
入
れ
歯
安
定
剤
は
使
用
方
法

が
大
変
難
し
く
、
義
歯
が
あ
た
っ

て
痛
い
と
こ
ろ
に
だ
け
貼
り
付
け

た
り
、
厚
み
が
一
定
で
な
か
っ
た
り
、

ま
た
、
良
く
あ
た
っ
て
い
な
い
入

れ
歯
に
安
定
剤
の
接
着
力
だ
け
で
く
っ

つ
い
て
い
て
、
口
の
中
で
入
れ
歯

が
ガ
タ
ガ
タ
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
誤
っ
た
使
い
方
を

す
る
と
歯
肉
の
形
が
お
か
し
く
な
っ

た
り
、
歯
肉
が
部
分
的
に
コ
ン
ニ
ャ

ク
の
よ
う
に
ブ
ヨ
ブ
ヨ
し
た
り
し

て
悪
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
 

　
入
れ
歯
を
使
っ
て
い
て
ゆ
る
く
な
っ

て
ガ
タ
ガ
タ
し
た
り
、
痛
か
っ
た

り
し
て
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
安

易
に
入
れ
歯
安
定
剤
を
使
わ
ず
に
、

か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
に
相
談
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
 

　
入
れ
歯
安
定
剤
は
一
時
的
に
入

れ
歯
を
安
定
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
 

 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）
 

開設日 

3日（水） 
 

10日（水） 

17日（水） 

活動内容 開催場所 開催時間 

 

午前９時３０分 

から 

午前１１時３０分 

保健相談 
（保健師） 

クリスマス飾りを作ろう 

クリスマス会 

発育測定 

保育所
 

 

保育所 

保育所 
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大
学
育
英
資
金
制
度
の 

ご
案
内 

ケ
ア
ハ
ウ
ス
大
荒
戸 

入
居
希
望
者
募
集 

寺
泊
老
人
ホ
ー
ム
組
合
職 

員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ 

放
送
大
学
学
生
募
集
の 

お
知
ら
せ 

小
型
ボ
イ
ラ
ー
の
特
別
教
育 

講
習
開
催
の
ご
案
内 

 
エ
ナ
メ
ル
質
、象
牙
質
を
大
切
に 

 

北
辰
中
学
校
１
年
　
和
田
　
朋
弘 

　
総
合
で
歯
や
口
の
こ
と
を
調

べ
ま
し
た
。 

　
ぼ
く
は
、
「
な
ぜ
む
し
歯
に
な
っ

て
も
す
ぐ
し
み
な
い
の
か
な
」

と
い
う
こ
と
を
調
べ
ま
し
た
。 

　
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
二
つ
の

層
が
あ
る
か
ら
神
経
に
と
ど
き

に
く
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
二
つ
の
層
と
は
エ
ナ

メ
ル
質
と
象
牙
質
で
す
。
象
牙

質
と
は
、
骨
と
同
じ
く
ら
い
の

か
た
い
物
質
で
エ
ナ
メ
ル
質
は

体
の
中
で
も
っ
と
も
か
た
い
物

質
い
う
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

歯
の
層
の
一
番
上
か
ら
エ
ナ
メ

ル
質
、
象
牙
質
、
そ
し
て
神
経

と
い
う
順
番
で
し
た
。 

　
人
間
が
か
た
い
も
の
を
食
べ

ら
れ
る
の
は
、
エ
ナ
メ
ル
質
が

骨
よ
り
も
か
た
い
か
ら
か
ん
で

も
痛
く
な
ら
な
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は

み
ん
な
本
を
使
っ
て
調
べ
ま
し
た
。 

　
次
に
、
保
健
の
先
生
に
聞
い

て
み
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
も

し
も
む
し
歯
に
な
っ
て
エ
ナ
メ

ル
質
が
と
け
て
象
牙
質
だ
け
に
な
っ

て
も
、
少
し
冷
た
い
も
の
が
し

み
る
だ
け
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
そ
し
て
象
牙
質
ま

で
と
け
る
と
、
と
う
と
う
い
ろ

ん
な
も
の
が
し
み
る
と
い
う
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
エ
ナ
メ
ル
質
は
大
切
に
し
な

い
と
け
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
に

エ
ナ
メ
ル
質
よ
り
象
牙
質
が
ぶ

あ
つ
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
エ
ナ
メ
ル
質
が
象
牙

質
よ
り
あ
つ
く
な
い
の
は
エ
ナ

メ
ル
質
が
体
の
中
で
も
っ
と
も

か
た
い
物
質
だ
と
思
い
ま
し
た
。

歯
が
か
た
い
の
は
エ
ナ
メ
ル
質

と
象
牙
質
が
あ
る
か
ら
と
い
う

こ
と
。
そ
し
て
、
か
た
い
も
の

を
食
べ
ら
れ
の
だ
と
わ
か
り
、

歯
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思

い
ま
し
た
。 

　
だ
か
ら
歯
み
が
き
を
し
っ
か

り
し
て
歯
を
大
切
に
し
な
い
と

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 
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新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団
で
は

不
幸
に
し
て
親
御
さ
ん
を
亡
く
さ
れ
進

学
後
の
学
資
の
支
弁
が
困
難
で
あ
る
方

に
対
し
て
、
学
費
の
貸
与
を
行
い
、
社

会
的
に
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
大
学
育
英
資
金
の
募
集
を

行
い
ま
す
。 

■
募
集
対
象
者 

以
下
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方 

①
新
潟
県
民
の
子
で
あ
っ
て
学
校
教
育

法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
た
４
年
生

大
学
に
進
学
ま
た
は
在
学
す
る
者 

②
交
通
事
故
や
病
気
な
ど
で
親
を
亡
く

し
た
者 

③
家
計
の
都
合
で
進
学
後
の
学
資
の
支

弁
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

■
募
集
人
数
／
若
干
名 

■
奨
学
金
額 

　
月
額
２
万
円 

（
奨
学
生
１
人
最
高

 96
万
） 

た
だ
し
大
学
入
学
後
に
奨
学
生
と

な
る
場
合
は
総
額

 96
万
円
を
超
え

な
い
範
囲
で
月
額
奨
学
金
を
上
回

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

■
期
　
間 

　
２
０
０
４
年
４
月
ま
た
は
奨
学
生
に

採
用
さ
れ
た
月
か
ら
、
そ
の
奨
学
生
の

正
規
の
卒
業
期
ま
で
の
期
間
と
し
ま
す
。 

■
返
還
方
法 

　
卒
業
ま
た
は
貸
与
の
終
了
し
た
翌
月

か
ら
８
年
以
内
（
年
間
返
還
額

 12
万
以

上
） 

■
利
　
息 

　
無
利
息 

■
応
募
受
付
締
切 

　
平
成

 16
年
１
月

 30
日

 （金） 

■
書
類
請
求
先
・
お
問
合
せ
先 

　
新
潟
県
勤
労
者
福
祉
厚
生
財
団 

　
〒
９
５
１
―
８
５
６
５ 

　
新
潟
市
寄
居
町
３
３
２
番
地

 38 

新
潟
県
労
働
金
庫
内 

（
�
０
２
５
―
２
２
８
―
３
４
１
１
） 

    

　
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部
で
は
小

型
ボ
イ
ラ
ー
の
特
別
教
育
講
習
を
開
催

し
ま
す
。
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
は
、

小
さ
い
も
の
で
も
危
険
な
設
備
で
す
。

県
内
で
も
食
品
小
売
業
に
お
い
て
小
さ

い
蒸
気
発
生
装
置
が
破
裂
し
、
重
傷
者

も
出
た
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
小
型
で
も
ボ
イ
ラ
ー
は

扱
い
を
誤
れ
ば
非
常
に
危
険
な
も
の
と

な
り
ま
す
。
貴
事
業
場
で
小
型
ボ
イ
ラ
ー

を
使
っ
て
お
ら
れ
る
場
合
は
従
業
者
全

員
及
び
交
替
要
員
を
含
め
、
万
一
に
も

事
故
の
な
い
よ
う
対
処
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

■
講
習
会
場 

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟 

（
長
岡
市
住
吉
３
―
１
―
１
） 

■
講
習
期
日 

　
平
成

 16
年
１
月

 14
日

 （水） 

　
　
　
　
　
　
　
 15
日

 （木） 

 

■
時
　
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

 30
分 

■
定
　
員
／

 50
名 

■
受
講
料 

　
会
員
・
高
校
生
　
８
０
０
０
円 

　
会
　

員
　

外
　
９
０
０
０
円 

　
（
税
込
み
・
教
材
代
は
含
ま
な
い
） 

■
申
込
方
法 

　
申
込
書
に
受
講
料
等
を
添
え
て
日
本

ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部
へ
持
参
す
る
か

送
付
（
書
留
）
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
小
切
手
及
び
銀
行
振
込
送
金

は
取
扱
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
申
込

後
の
取
消
の
場
合
、
受
講
料
は
お
返
し

ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

■
締
　
切 

　
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の

で
お
早
め
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。 

■
講
習
修
了
証 

　
所
定
の
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交

付
し
ま
す
。
但
し
、
遅
刻
、
早
退
、
欠

席
し
た
者
の
修
了
証
は
交
付
し
ま
せ
ん
。 

■
そ
の
他 

・
受
付
け
は
９
時
よ
り 

・
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
車
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い 

・
講
義
中
の
呼
び
出
し
は
固
く
お
断
り

し
ま
す
。 

■
お
問
合
わ
せ 

　
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
新
潟
支
部 

　
〒
９
５
０
―
０
９
６
５ 

　
新
潟
市
新
光
町
６
―
４ 

　
新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会
館
４
階 

　（
�
０
２
５
―
２
８
０
―
０
１
０
０
） 

   

　
長
岡
市
大
荒
戸
町
に
ケ
ア
ハ
ウ
ス
（
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
）
が
開
設
し
ま
す
。 

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
３
階
建
て

で
、
１
階
に
は
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
（
一
般
型

 25
名
）
と
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
併
設
さ
れ
、

２
・
３
階
が
居
住
ス
ペ
ー
ス
に
な
り
ま

す
。 

■
定
　
員
／

 50
名 

（
個
室

 48
室
、
夫
婦
部
屋
１
室
） 

■
対
　
象 

　
満

 60
歳
以
上
の
方
。
但
し
、
ご
夫
婦

で
入
居
の
場
合
、
ど
ち
ら
か
一
方
が

 60

歳
以
上
で
あ
れ
ば
結
構
で
す
。
ま
た
、

日
常
生
活
が
自
立
さ
れ
て
い
る
方
及
び

軽
介
護
を
必
要
と
す
る
方
。 

■
料
　
金 

　
概
ね
１
ヵ
月
約
９
〜

 15
万
円
程
度 

（
但
し
、
介
護
保
健
サ
ー
ビ
ス
料
金
を

　
除
く
） 

■
職
員
体
制 

　
施
設
長
、
生
活
相
談
員
、
介
護
職
員
、

栄
養
士
、
施
設
管
理
職
員
、
事
務
員
（
夜

間
は
当
直
体
制
） 

■
そ
の
他 

　
入
居
の
決
定
に
あ
た
り
、
所
定
の
書

類
等
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
面
接
、

法
人
内
入
居
判
定
委
員
会
に
て
審
査
後
、

進
め
ら
れ
ま
す
。 

■
お
問
合
せ 

　
社
会
福
祉
法
人
長
岡
三
古
老
人
福
祉

会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
槇
山
け
や
き
苑

内
　
開
設
準
備
室
　
担
当
　
松
浦 

（
�
0
2
5
8
―
2
9
―
2
5
0
0
） 

   

　
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム
組
合
で
は
平
成

 16

年
４
月
１
日
採
用
の
寮
父

 （母）
を
募
集
い

た
し
ま
す
。 

■
職
種
及
び
採
用
人
員 

　
寮
父

 （母）
　
２
名 

■
受
験
資
格 

　
昭
和

 38
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

 59
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
で
、
介

護
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
者
又
は
取

得
見
込
み
の
者 

■
受
験
手
続 

　
「
受
験
申
込
書
」
に
よ
り
寺
泊
老
人

ホ
ー
ム
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い 

■
受
験
申
込
受
付
期
間 

　
 12
月
８
日

 （月）
〜

 12
月

 26
日

 （金） 

■
試
験
日 

　
平
成

 16
年
１
月

 13
日

 （火） 

■
試
験
場
所 

　
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム 

■
採
用
予
定
年
月
日 

　
平
成

 16
年
４
月
１
日 

■
そ
の
他 

　
「
試
験
案
内
」
及
び
「
受
験
申
込
書
」

は
、
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム
に
あ
り
ま
す
。 

■
受
験
申
込
み
及
び
お
問
合
せ 

　
寺
泊
老
人
ホ
ー
ム 

　
〒
9
4
0
―
2
5
0
2 

　
三
島
郡
寺
泊
町
金
山
４
３
２
番
地 

　
（
�

 75
―
２
０
３
８
） 

   

　
放
送
大
学
で
は
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ
オ
の

放
送
で
授
業
を
行
う
通
信
制
大
学
で
す
。

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
カ
イ
パ

フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
（
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
）

を
利
用
し
て
自
宅
で
視
聴
で
き
大
学
卒

業
の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。
学
習
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
て
テ
ー
プ
に
よ
る
視

聴
、
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
を
受
け
付
け

て
の
自
宅
で
の
視
聴
も
で
き
ま
す
。 

■
募
集
期
間 

　
平
成

 15
年

 12
月

 15
日
〜 

　
平
成

 16
年
２
月

 29
日 

■
募
集
す
る
学
生
の
種
類 

○
学
部 

・
全
科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す
学
生
） 

・
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
す
る
学

生
） 

・
科
目
履
修
生
（
１
学
期
間
在
学
す
る

学
生
） 

○
大
学
院 

・
修
士
科
目
生
（
１
学
期
間
在
学
す
る

学
生
） 

■
学
　
費 

○
入
学
金 

・
全
科
履
修
生
　
２
０
、０
０
０
円 

・
選
科
履
修
生
　
　
７
、０
０
０
円 

・
科
目
履
修
生
　
　
５
、０
０
０
円 

・
修
士
科
目
生
　
１
０
、０
０
０
円 

○
授
業
料 

・
学
　
部
　
１
単
位
　
５
、０
０
０
円 

・
大
学
院
　
１
単
位
１
０
、０
０
０
円 

■
多
様
な
科
目 

　
外
国
語
、
工
学
、
文
学
、
心
理
学
、

健
康
科
学
な
ど
約
３
０
０
科
目
開
講 

 

■
専
門
家
を
目
指
す
大
学
院 

　
総
合
文
化
、
政
策
経
営 

　
教
育
開
発
、
臨
床
心
理 

■
資
料
及
び
お
問
い
合
わ
せ 

　
放
送
大
学
新
潟
セ
ン
タ
ー 

　
〒
９
５
１
―
８
１
２
２ 

　
新
潟
市
旭
町
通
１
番
町
７
５
４
番
地 

（
�
０
２
５
―
２
２
８
―
２
６
５
１
） 

  

12月４日～10日までは「人権週間」です。 

1948（昭和23）年12月10日、国連は、人間の尊厳、自由と

平等をうたった「世界人権宣言」 を採択しました。これ

を記念して設けられたのが人権週間です。 

 

◎あなたは固定観念で相手を判断していませんか◎ 

固定的なイメージは、偏見や差別意識に結びつき、相手を

傷つけていることがあります 

特定の地域の出身であるために結婚や就職ができなかった

り、エイズやハンセン病などの病気のために避けられたり、

外国人というだけで部屋を借りられないなどの問題が起き

ています。また、高齢者や障害者、女性などの人権につい

てもまだ差別意識を持って見られることがあります。 

　私たちは誰でも毎日を自分らしく幸せに生きたいと願っ

ています。お互いがお互いの立場に立って考え、認め合う

社会にしていきたいですね 

　建物（住宅、車庫、作業場、工場、倉庫など）を取り壊

したときは、役場総務課・税務係までお知らせください。

これは、家屋台帳に正しく記入するためで、この記入が修

正されないと実際に存在しない建物に税金がかかったり評

価の証明書を出す際に面積が間違っているといったことが

発生します。皆様にもご迷惑をおかけすることになります。 

◎詳しくは、役場総務課・税務係までお尋ねください 
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